
246 通 曇
口で

　　　　　　　　　　　　　　遙　　　信

山本先生！前に一度御手紙か書きかけて中止して了ひまし？こ・十…月號に先生の

御父上様がおなくなられナここEが出て居りましずこのにお悔みの言葉ものべすに居

つずここ亡が・氣掛りでありましナこ・ハ，ンビンで急死し7ご親族の葬式に十一月の大

地なつぶして了ひましiこ．それで：お梅みの言葉かのべる櫻會がなくてほんミう1：

お詫びの申しようもございまぜん・十二月三日，TL［tば忘れ得ぬ日です・午後三

時四十分に父it自宅にて脹｝浴血のナこめ倒れましブこ．其間まろ十日間，あるミあら

ゆる手當な講じ，特に從姉Y子S私｛t，殆ご一睡もぜす看護に看護を射しましナこ

が，十三日，午後四時四十分，蓮い蓮い國へ・廿四の私ミ四十九の母亡子二人目

残して逝いて了ひましナこ・家族の少い私の家ばほん亡うに淋しく成りましプこ・一

，月一日に匡，一14こ二月號天界潜始めて開いてみましナこ・先生の「我が夕の門門：」t云

ふ：文h，・感激深くよみましプこ．一際十三日にば，支部並に弓丈關係の素人7こちが二

十人程よつて亡き父のブニめに追悼午睡して頂き，非常に暖い心に泣されまけこ・

其の日に，先生からわざわざ，なぐさめの電報fP頂き深ζ深く感謝致します・此

の追悼會の夜：it・西天にかなり美しい黄道光があらにれて居りましナこ・その夜私

に次の檬な歌た詠んでみましブこ・

　　　　　　　　　　　　　　黄　　鏡　　驚

　　　　　西目に黄道光のかyれけりこよびぼ父奄しのぶによしか・

　　　　　星のtもよりよれるかな我が父の澁憶の夜匡星月夜なり・

　　　　父君の手にて籏げむ此の夜空黄溢光な仰ぎみしわれ・

　　　　　おごそかに父君のこS木星に黄道光に含まれてしな・

　　　　母定孤為慰さめけむミつごひ7こる定もの」心のあプこSきかも・

　　　　追憶ltうれし｛｝ものかよろこびか母もわかてりて此のっごひ11　’く．

　　此の様な歌も作ってみまし糞

　　　　北の風い71くな吹きそ石狩垂雪わけて行く父の枢はe

　　　　父君の御垂垂づろ其の日まで此の悲しみは書きぜざるらむ．

　　　　春來なば父の奥津城訪れむ島根なる國母tし行かむ・

　　　　　　　一月廿三日夜・　　　　　　　父亡き家にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来　Hl勝　彦


